
鈴木祐一

（早稲田大学）

ISLA研究が変える外国語教育

理論と実践の新たな架け橋



最近の取り組み

英語学習者向け

英語学習に纏わる日頃の疑問に
SLA専門家が答える。

英語教師向け

日本の中高における先駆的な文
法指導について調査。

2022年

英語教育関係者向け
英語教育ｘ指導場面での

ISLA研究

2020年 2024年 10月

研究と実践の橋渡しをしたい



第二言語習得（SLA）研究とは？

1960年代に欧米で生まれた研究領域

第二言語のメカニズムを実証的・科学的に解明する

• 移民（子ども・大人）/ESL
• 母語習得と第二言語習得はどう違うの

か？
• インプット、インタラクション、アウト

プットの役割



SLA研究からISLA研究への発展

1990年代以降

教室場面におけるSLA

＝Instructed SLA (ISLA)への広がり

• 外国語教育を受ける生徒・学生
• 指導効果
• 個人差への対応
• 教育心理学・認知心理学の影響

ISLA

SLA研究



ISLA研究の目的とは？

• Loewen (2020): ISLA’s mission as investigating the “systematic 

manipulation of the mechanisms of learning” in instructed 

settings.

• Sato (2025): “a discipline that investigates theoretical and practical 

language-related issues with the ultimate goal of improving second 

language education” (p. 2).

– “to inform practitioners of research findings that can be potentially 

used for their pedagogical decision-making”



ISLA研究の目的とは？

２つの主な方向性

1. 理論構築 外国語学習者に共通する指導効果や習得プ
ロセスの「一般性」を探求し、これらの現象を普遍
的に説明できる体系的な知識体系（理論）を構築す
る。

2. 実践への貢献：外国語教育（＝実践）をより良いも
のにする



一方で、研究と実践にはギャップがあるのも事実

研究        授業実践



研究と実践には繋ぐには？

研究        授業実践



本講演 研究と実践を結ぶための３つの視点

対象：ISLA研究を、外国語教育に役立てたいと考え
ているすべての研究者・大学院生・教員

1. ISLA研究の知見の使い方

2. 研究と実践のギャップの捉え方

3. ISLA研究の新しい方向性



ISLA研究と実践について考える

① ISLA研究の知見はどう実践に役立つか

② 研究と実践のギャップ

③ 研究と実践を繋ぐために



ISLA研究の知見はどう実践に役立つかーきっかけは？

1. 執筆中：「ISLA研究の成果のうち、何が

日本の英語教育に関連して、有益な知見

になるか」という視点でまとめた

2. 出版後：小中高大の英語教員と対話する

機会が増えた

3. 現在：ISLA研究が役立つという実感と同

時に、実践へのインパクトの限界も痛感



ISLA研究は、どこまでカバーするのか？

第1部 言語知識とスキルの指導法
第1章 文法指導：学びのプロセスからどう教えるかを考える
第2章 語彙指導：優先順位を決めバランスを取る
第3章 発音・語用論指導

第2部 学習者中心のアプローチにおける教師の役割
第4章 インタラクションと協同学習
第5章 訂正フィードバック：学習者を起点に支援しよう
第6章 認知・非認知能力の個人差：個別最適化しよう
第7章 学習者心理の個人差：動機づけを多面的に理解しよう

第3部 SLA 研究に基づく指導法とカリキュラム設計
第8章 言語形式重視の指導法：「練習」で学びながら使う
第9章 意味重視の指導法：「タスク」で使いながら学ぶ
第10章 学習開始年齢と指導法



本講演の起点

• ISLA研究の知見は、どういう形で実践

に役立つか？

第1部 言語知識とスキルの指導法
第2部 学習者中心のアプローチにおける教師の役割
第3部 SLA 研究に基づく指導法とカリキュラム設計



ISLA研究の知見を授業に活かす視点

第1部 言語知識とスキルの指導法
第1章 文法指導：学びのプロセスからどう教えるかを考える
第2章 語彙指導：優先順位を決めバランスを取る
第3章 発音・語用論指導

研究の「具体」から、「抽象度」を

上げた視点で見てみる。



ISLA研究の知見を授業に活かす視点

第1章 文法指導

1.文法を身につけるとはどういうことか？

2.文法を教えたはずなのに使えないのはなぜか？

3. 明示的指導に効果はあるか？ 

4. 文法指導はいつ行うべきか
インプット・アウトプット仮説
明示的学習と暗示的学習
文法指導のタイミング
文法指導と文脈との統合
→文法は「使う」ことで身につく
明示的指導の取捨選択



ISLA研究から考える、文法指導における優先順位は？

「解説」より「活動」を多くする

「活動」中心の文法指導

（50分授業）
「解説」中心の文法指導

（50分授業）

解説

活動

活動

解説



文法を使えるようになるために必要な「活動」とは？

ISLAの三大要素

1. インプット(インタラクション)

2. アウトプット

3. 練習

※必ずしも「文法」だけを意識しているわけではない



まとめ：第二言語習得の認知プロセスへの解像度を高める

インプット アウトプットインテイク

気づき

文法知識

アウトプット
学習の結果ではなく、
学びの過程そのもの
・気づきを促す
・仮説検証
・自動化

練習

練習
知識を定着させる

• 使える知識に変える
• 自信をつける

インプット
文法習得の始まり
・内容を理解できる
・興味・関心を引く
・文脈がある



文脈のある中で、内容を常に意識させながら・・・

文法指導を位置づけると・・・

インプット アウトプットインテイク

気づき

• 形式・意味・機能
を結びつける

• 知識のギャップ

• 仮説検証 • 文法処理の自動化

文法知識

文法指導(1) 文法指導(2) 文法指導(3)



ISLA研究の知見を授業に活かす視点

第2章 語彙指導

1. 語彙を身につけるとはどういうことか？ 

2. 用法基盤モデルから見た定型表現の重要性 

3. 語彙学習のバランスと組み合わせ方 

ー語彙指導の優先順位とは？

4. 意図的学習の効果を高める方法

5. 偶発的学習の効果を高める方法
偶発的学習・意図的学習
Paul Nationの4ストランド
単語テストの工夫
→活動のバランスを取ろう



意図的学習と偶発的学習のバランス

意味重視のインプット

言語形式重視の学習 流暢性重視の学習

意味重視のアウトプット



意図的学習と偶発的学習のバランス

意味重視のインプット

言語形式重視の学習 流暢性重視の学習

意味重視のアウトプット

多読、多聴、動画視聴、
洋楽、教師の発話など

ペア・グループワーク、
英作文、チャット会話、
プレゼンテーション、
ディベートなど

速読、タスクの繰り返し、
時間制限ライティング、
時間制限リテリングなど

精読、単語カード、例文暗記、
辞書、ディクテーションなど



4ストランドの原理

意味重視のインプット

言語形式重視の学習 流暢性重視の学習

意味重視のアウトプット

活動をバランスよく配分するだけでなく、
4つのストランドを有機的に結びつける



ISLA研究の知見を授業に活かす視点

第3章 発音・語用論指導

1. 国際共通語としての英語の視点から教える

2. 発音指導の目標・音声モデル・指導アプローチ・教える人は？

3. 発音指導の優先順位とは？

4. 形式重視と意味重視の発音指導

5. 語用論指導は後回しで構わないか？

6. 語用論指導を効果的にするためのポイント

発音の訛り・明瞭性
理解しやすい発音
インプット・アウトプット
明示的指導
→指導の目標・指導効果に対す
る考え方、優先順位の付け方





到達目標やモデルは？



第1部  ISLA研究から得られる知見は、授業実践にどう役立つか？

1. 学習者の習得プロセスや発達段階の見方を得る

2. 指導の優先順位をつける

3. 現実的な指導目標を設定する

4. 授業設計の指針を与える

ISLA≠指導手順
ISLA＝指導原理への示唆

今までの指導の「思い込み・当たり前」を見直し、
新しい視座を得ることができる



「思い込み」を見直すためには？

英語指導・学習観を振り返る





第1部まとめ ISLA研究の知見はどう役立つか？

ISLA研究の成果を活用しながら「振り返る」ことができる

１．指導の「思い込み」に気づき、新しい考え方を得る
２．授業改善を後押し
３．教師の専門性を高める



ISLA研究と実践について考える

① ISLA研究の知見はどう実践に役立つか

② 研究と実践のギャップ

③ 研究と実践を繋ぐために



「研究と実践のギャップ」をSLA研究の歴史的発展から考える

第2部 学習者中心のアプローチにおける教師の役割
第4章 インタラクションと協同学習
第5章 訂正フィードバック：学習者を起点に支援しよう
第6章 認知・非認知能力の個人差：個別最適化しよう
第7章 学習者心理の個人差：動機づけを多面的に理解しよう



(I)SLA研究と教育「実践」にギャップが生まれるのはなぜか？

言語教育・習得は複雑で多層性の中に埋め込まれた営みであ

るから。

注意点

※今回は『あたらしい第二言語習得論』の第２部で直接見せていない、

SLA研究の歴史的な展開から考える

※「英語教育研究」については今回は範囲外



SLA研究史における2つの大きな変化

• Social Turn (1990年代後半~)： パラダイムの多様化 (e.g., Firth & 

Wagner, 1997; Block, 2003; Ortega, 2005)

• Methodological Turn (2000年代~)： 研究手法の発達と厳密化 

(e.g., Mackey & Gass, 2005; Byrnes, 2013; Plonsky, 2024)



SLA研究史における2つの大きな変化

• Social Turn (1990年代後半~)： パラダイムの多様化 (e.g., Firth & 

Wagner, 1997; Block, 2003; Ortega, 2005)

• Methodological Turn (2000年代~)： 研究手法の発達と厳密化 

(e.g., Mackey & Gass, 2005; Byrnes, 2013; Plonsky, 2024)



Social Turn (1990年代後半~)

鈴木(2024, 4章 インタラクションと協働学習 冒頭)



なぜインタラクションが英語習得に繋がるか？(e.g., Long, Lyster)

インプット アウトプットインテイク 英語知識



社会文化的アプローチからインタラクションを見ると (e.g., Lantolf)

• 学習者同士が助け合いながら、協働対話を行うことで、言語習得が
進む点を強調

• 研究の焦点の拡張
→ペア・グループ活動における学習者の関係性や学習環境に着目



認知的アプローチから拡張したISLA研究領域

• インタラクション研究：認知的プロセスだけでなく、学習者同士の

社会的な関係性にも着目（社会文化理論）

• 非認知能力の役割： 言語適性だけでなく、マインドセットやL2 Grit

のような非認知能力も重要

• 感情の役割： 動機づけ→感情、アイデンティティ、エンゲージメン

トも重要な要因



SLA研究の歴史：Social Turn が意味したものとは？

SLA研究のさらなる学際化と、エピステモロジーの多様化

• 他領域からの影響：理論言語学、心理言語学、心理学、人類学、神

経科学、社会言語学、批判理論

• エピステモロジー（認識論）、知識の捉え方の多様化

– 外国語教育・習得の奥深さ

– 「専門知識→実践」のようなシンプルな因果関係を想定しにくい

• この「答えが一つではない」複雑な現実に対応しようとするのが研

究者と実践者の共通の仕事



Social turnのその後・・・

• SLA理論は、少なくとも60以上ある(Long, 2007)。

• より多くの研究者に取り入れられる理論もあるが、すべてが淘汰さ

れて、一握りの理論に集約されにくいだろう (e.g., Ellis, 1997, 2008; 

Ortega, 2005; Lantolf, 1996)。

• メタ理論の提案

– 複雑系理論(complexity theory, Larsen-Freeman, 2008)

– 単一の理論より、超学際性（transdisciplinarity）を打ち出した生態学

的なフレームワーク (The Douglas Fir Group, 2016) 



言語教育/学習の「多層性」 (The Douglas Fir Group, 2016)

③マクロ：イデオロギー：

（例）政治・経済的価値観

②メソ：（例）社会文化制度・

コミュニティ

① ミクロ：（例）個人の認知・

情動能力の動員

研究者が一方的に「言語教師に何をすべ
きか『伝える』」のではなく、「教師と
研究者のより協力的な関係を築く」べき
（DFG, 2016）



第2部まとめ なぜ研究と実践にはギャップが起こるのか？

「あたらしい」第二言語習得研究の展開

言語教育・習得は複雑で多層性の中に埋め込まれた営みである。

• 多様なSLA理論・認識論が示す「複雑性・多層性」は、「専門知識

→実践」のように直接的な応用は難しいことを示す。

• 「認知的アプローチの研究」から導きだそうろする「普遍性」は、

単純にあらゆる社会教育環境に当てはめられるとは限らない。

• 「答えが一つではない」複雑な現実を、複眼的に捉えて対応するの

が、研究者と実践者の共通の仕事

→教師と研究者の協力的な関係を築くことが大切



ISLA研究と実践について考える

① ISLA研究の知見はどう実践に役立つか

② 研究と実践のギャップ

③ 研究と実践を繋ぐために



ISLA研究の知見を授業に活かす視点

第3部 SLA 研究に基づく指導法とカリキュラム設計
第8章 言語形式重視の指導法：「練習」で学びながら使う
第9章 意味重視の指導法：「タスク」で使いながら学ぶ
第10章 学習開始年齢と指導法

【補章】研究と実践の対話 ※コンパニオンサイト



補章とその後について



研究と実践を繋げるためのISLA研究（案）の前に

1.

2.

3.

4.

5.

鈴木が今まで行なってきたISLA研究



再掲：「ん、練習？？」

インプット アウトプットインテイク 文法知識

アウトプット
学習の結果ではなく、
学びの過程そのもの
・気づきを促す
・仮説検証
・自動化

練習

練習
(Practice)

知識を定着させる

• 使える知識に変える
• 自信をつける

インプット
文法習得の始まり
・内容を理解できる
・興味・関心を引く
・文脈がある



21世紀プラクティスの再評価：認知心理学に基づいたSLA理論

Practice is “specific activities in the second language, engaged in 
systematically, deliberately, with the goal of developing knowledge 
of and skills in the second language” 

(DeKeyser, 2007)

機械的
ドリル

コミュニケーション

音読、シャドーイング、ダイアローグ暗唱
スキット、リテリング、要約活動 など



プラクティスの新しい展開： ２００７年ー

• 研究で対象となった「練習」活動の９割以
上が、意味重視・コミュニケーションの練
習（※１割のみ、機械的ドリル）

• ラボ研究と教室研究が約50％ずつ

Maie & Godfroid (2023) 

After DeKeyser’s (2007) publication,
“the exponential growth of L2 practice 
research”



プラクティス研究って、実践にどう繋がるの？

1. 「練習」の理論的な定義

✓ TBLTの「タスク」、学習指導要領の「言語活動」と、どう違う？

2. 「練習」の効果検証

✓ 自動化を促進する方法、最適な復習スケジュール、必要十分な練習量は？

3. 指導法への示唆

✓ Presentation-Practice-Production (PPP）における「練習の役割」は？

✓ TBLTのTask repetitionやtask planningのメカニズム・役割は？

ESL基準で行われてきたISLA研究では、EFL環境下におけるプラクティス

研究はまだ未開拓。見落とされている重要な研究テーマが多い。



プラクティスの新しい展開

２０２３年
Suzuki

２０１９年
Suzuki, Nakata, 

DeKeyser

16名の研究者による
コラボレーションの成果 

日本、アメリカ、チリ、中国、英
国、ドイツ、オーストラリア、
ニュージーランド

Part①プラクティスの理論
Part②様々な教育場面での応用
Part③ 研究手法のレビュー



具体的な研究、そしてこれからの新しい研究テーマの方向性については

• Suzuki, Y., & DeKeyser, R. M. (in press). Knowledge and skill in ISLA. In S. Loewen & M. 

Sato (Eds.), The Routledge Handbook of Instructed Second Language Acquisition (2nd ed.). 

• DeKeyser, R. M., & Suzuki, Y. (2025). Skill acquisition theory. In B. VanPatten, G. D. Keating, 

& S. Wulff (Eds.), Theories in second language acquisition: An introduction. (4th ed.)

• Suzuki, Y. (2022). Automatization and practice. In A. Godfroid & H. Hopp (Eds.), The 

Routledge Handbook of Second Language Acquisition and Psycholinguistics.



研究と実践を繋げるためのISLA研究（案）

0. 「基礎研究」も実践との繋がりを意識する

1.

2.

3.

4.

5.

実践との繋がりをしっかりと意識すれば、
指導効果検証や学習メカニズム解明も大きな貢
献になる可能性がある。



研究と実践を繋げるためのISLA研究（案）

0. 「基礎研究」

1.

2.

3.

4.

5.

当たり前のことですが・・・

出版された研究やレビューチャプターを読むのは、
（一部の限られた）研究者だけ。



研究と実践を繋げるためのISLA研究（案）

1.

2.

3.

4.

5.



研究と実践を繋げるためのISLA研究（案）

1. 研究者と実践者がコミュニケーションする

2. 実践者の問いに応じた研究を行う

3. 実践を理解する（現状把握）

4. 実践者と研究する

5. 「実践者ー研究者」が研究する



研究と実践を繋げるためのISLA研究（案）

1. 研究者と実践者がコミュニケーションする

2. 実践者の問いに応じた研究を行う

3. 実践を理解する（現状把握）

4. 実践者と研究する

5. 「実践者ー研究者」が研究する



外国語教師はどれだけ研究を読んでいるか？

Marsden & Kasprowicz (2017)

• 英国の語学教師約600名を対象とした調査において、(SSCI採録)研究

論文を読んだりすることはほとんどない



研究成果へのアクセス障壁とオープン化の試み

1. 研究成果へのアクセスに関する問題点

• 専門用語が多用されており、非専門家にとって難解である。 

2. 解決策：研究のオープン化 (Open Research) の推進

• この問題を解決するため、近年「研究のオープン化」を推進する動

きが活発化している。

• 研究者以外の一般読者でも最新のISLA研究成果を理解できるよう、

分かりやすい形で誰もがアクセスできるように提供すること。



アクセシビリティ向上のための具体的試み

事例: OASIS (Open Accessible Summaries in Language Studies)

– 研究結果を簡潔かつ平易な要約（サマリー）で提供。

– 研究コミュニティ外の人々による研究知見の理解を促進する。



1. What this study was 

about and why it is 

important

2. What the researchers 

did

3. What the researchers 

found

4. Things to consider



外国語教師はどれだけ研究に間接的に触れているか？

Marsden & Kasprowicz (2017)

• 実践家（教師）向けの専門誌において、SSCI採録論文が引用される

割合は、専門誌の記事1本あたりわずか0.17%に過ぎなかった。



日本の実践向け専門誌は？

大修館書店『英語教育』

執筆者：小中高の教員、予備校講師、大学教員

テーマ：実践メインだが、研究についても特集

されている

どのような教師が、研究に間接的に

触れているのか？



2025年度の連載記事

「SLAで答える 指導の疑問」

• 3”S”（3人の鈴木）渉・駿吾・祐一

• 1ページにつき、約1本の論文が引用

鈴木渉(宮城教育大)・鈴木駿吾（名古屋大）



書籍（和書）でもアプローチしている

ISLA研究の成果は、研究者・教師・学生・一般向けに
書かれている



テーマを絞った読みやすい書籍も増えている

2019年 2024年2021年 2025年

おそらく世界的に見ても最も充実している情報量



さらには・・・自分の研究について紹介してみる

中田達也（立教大学）の研究ブログ



さらには・・・ブログも始めてみる



Sherpaプロジェクト
金谷憲先生（東京学芸大学）を中心とする、高校の英語の先生方をサポートす
る支援プロジェクト

その① オンラインセミナー（Zoomで毎月開催）
その② 出張研修
その③ YouTube動画（ほぼ毎週配信）

さらには・・・YouTube・オンラインセミナーも



まとめ1 研究者と実践者がコミュニケーションする

ISLA研究の成果を、論文化するだけでなく、どのように役立てたいか

まで考える

• 研究成果を「研究者以外」にも知ってもらう（教師、教育委員会、

出版社、政策関係者）

• （研究者キャリアのどこかで）どのように実践に関連するか、少な

くとも自分は「なぜ」この研究をしているか考える機会があるとい

い。

※我々の研究知見が、教師の指導上の意思決定にどのような影響を与えるかを実際

に検証した研究は極めて少ない（例外として, Kamiya, 2016）。



研究と実践を繋げるためのISLA研究（案）

1. 研究者と実践者がコミュニケーションする

2. 実践者の問いに応じた研究を行う

3. 実践を理解する（現状把握）

4. 実践者と研究する

5. 「実践者ー研究者」が研究する



実践者の問いに応じた研究とは？

• What research questions interest TESOL members? (J.D. Brown, 

1991)

– 1000名のTESOL会員：If you had a magic wand, what single research 

question would you like answered?

• Pica (1994): よく教師に尋ねられた10の質問

– 文法指導、発音指導、エラー訂正、ドリル練習の役割、グループワーク等



実践者の問いに応じた研究とは？

• 研究者が考えたResearch Questionよりも、教師の問題意識に応える

べきである (Pica, p. 50).

• ISLA研究を計画する際、「教師の指導上の意思決定に、影響を与え

られるか？」を必ず問うべき(Hwang & Coss, 2025)。

今の日本の外国語教育において、実践
者の問いには何があるか？



「教師」出発だけでは、限界点もある

• 教師が、必ずしも知りたいことを、熟知しているとは限らない

• 教師の疑問が、そのまま研究で扱える問題であるとは限らない

– 例:教材の使い方、生徒が寝ない教え方、生徒が食いつくテーマ、英語

力の違う生徒が混在するクラスでの教え方

• 教師が経験したこともない選択肢・新しい考え方を提示するのも研究

の重要な役割

• 研究者が提示する選択肢は、現実的に実現可能なものであるよう心が

ける必要もある→どうやって現実的かどうか判断すれば？



研究と実践を繋げるためのISLA研究（案）

1. 研究者と実践者がコミュニケーションする

2. 実践者の問いに応じた研究を行う

3. 実践を理解する（現状把握）

4. 実践者と研究する

5. 「実践者ー研究者」が研究する



研究と実践を繋げるためのISLA研究（案）

実践を理解する（特定の教育場面における現状把握）

日本の高校での英語教育

1. 文法指導

2. 語彙指導



「活動中心」の英語授業を行っている教師は、どう解説している？

３年以上、活動中心の高校英語授業(PPP型授業)を行っている
３校の先生にインタビュー調査(臼倉・鈴木, 2025)

A先生 B先生 C先生 D先生 E先生



学校C： D先生・E先生

ある学校：偏差値54程度

公立高校教員歴15年以上



「活動」の中で、どうやって文法指導？

1. 内容を理解するときに誤解してしまうような英文

2.書き手の主張やメッセージをより正しく理解するために必要な事項

3. Reproduction(再話活動)をするときに必要な知識

これらに該当する項目についてのみ，文法解説を行う



「活動」の中で、どうやって文法指導？

Reproductionをするときに必要な知識

例）LANDMARK Ⅲ Lesson 2 Blood is Blood
（血液の研究と差別撤廃に生涯をささげた黒人医師）

Although his work saved thousands of lives, the Army told the Red Cross 
to keep blood donated by black people separate from blood donated by 
whites …(中略) There is no such thing as “black” or “white” blood.

どの文法を教える？

そして、なぜ教える？

Reproductionに不可欠＋正確に伝えなければならないメッセージ



研究者の学び：教師の「理論」を理解できる

• アウトプットから逆算した計画された文法指導

活動中心の授業は、解説を絞らざるを得ない
優先順位

解説より活動

• 生徒の英文理解度に合わせた絞った明示的指導

明示的指導を取捨選択

教師：研究者からの質問によって、教師の「暗黙知」を言語化できた

研究者：教師の「理論」を理解し、ISLA研究の「理論」との繋がりを感じた



研究と実践を繋げるためのISLA研究（案）

日本の高校での英語教育の現状把握

1. 文法指導

2.語彙指導



【高校における「単語集」を用いた単語テストの実態調査】



高校での単語テストの実態調査 (鈴木, 2025)

高校での単語テストの実施率は8割

高校科目を教える英語教師  (N = 326名)



単語テストは4ストランドだと？

意味重視のインプット

言語形式重視の学習 流暢性重視の学習

意味重視のアウトプット



単語テストは4ストランドだと？

意味重視のインプット

言語形式重視の学習 流暢性重視の学習

意味重視のアウトプット

単語テスト

精読、例文暗記、辞書、ディ
クテーション、単語カード等



意図的学習と偶発的学習のバランス→言語活動で考える

意味重視のインプット

言語形式重視の学習 流暢性重視の学習

意味重視のアウトプット

単語テスト

精読、例文暗記、辞書、ディ
クテーション、単語カード等

ほとんどの高校でや
られているなら、ど
う効果を最大化でき
るのか？



単語 小テスト１ 小テスト２ 小テスト3

31-45

16-30

1-15

単語 小テスト１ 小テスト２ 小テスト3

31-45

16-30

1-15

単語 小テスト１ 小テスト２ 小テスト3

1-45

ランダムテスト(全ての出題範囲から15問)通常のテスト（非累積テスト）

累積テスト(累積する出題範囲から15問)

単語テストの効果的な実施スケジュールへのヒント

←31-45の単語は繰り返しがないので、定着がよくない



そもそも論・・・・

意味重視のインプット

言語形式重視の学習 流暢性重視の学習

意味重視のアウトプット

単語テスト

精読、例文暗記、辞書、ディ
クテーション、単語カード等

単語学習は、4つのストラ
ンドを編み込む必要がある



意図的学習と偶発的学習のバランス

意味重視のインプット

言語形式重視の学習 流暢性重視の学習

意味重視のアウトプット



そもそも論・・・・

意味重視のインプット

言語形式重視の学習 流暢性重視の学習

意味重視のアウトプット

単語テスト

精読、例文暗記、辞書、ディ
クテーション、単語カード等

弱点
単語集は、他のストランド
と編み込みにくい



そもそも論・・・・

意味重視のインプット

言語形式重視の学習 流暢性重視の学習

意味重視のアウトプット

単語テスト

精読、例文暗記、辞書、ディ
クテーション、単語カード等

メイン教科書（検定教科書など）
の語彙は？



逆転現象：
「単語集」テスト実施率は8割、「教科書」の単語テストは2割

研究テーマ（案）：単語集の語彙・教科書の語彙の習得状
況・発達プロセスはどうなっているか？



そもそも、なぜ単語集がポピュラーなのか？

いる派 英語力の中で語彙が重要だから

いらない派 文脈が重要だから、単語集より教科書

いる派 教科書だけでは大学入試への語彙が足りないから

現状把握の必要性：
単語集と教科書では、どのような
単語がカバーされているのか？



教科書・単語集・入試コーパス研究プロジェクト (2025 - )

佐藤剛
（弘前大学）

水本篤
（関西大学）

高校「英コミ」英語検定教科書 (24冊)

単語集31冊 入試
（国立・私立）



クイズ

「単語集」と「検定教科書」の共通語（重複率）は、
何％くらいだと思いますか？

高校「英コミ」英語検定教科書 単語集



正解は・・・

「単語集」と「検定教科書」の共通語（重複率）

• 10%
• 20％（★正解：23%）
• 30%
• 40%
• 50%
• 60%
• 70%以上



「単語集」と「検定教科書」の共通語（重複率）

平均23％（幅: 2% - 44%)

研究テーマ（例）：
重複率と語彙習得の関係性は？
そもそも教科書の語彙の習得率は？



まとめ3 実践を理解する（現状把握）

指導法の効果検証・習得研究

教室での実践

様々な制約
（社会・制度、教室、教師、学習者教材）

実態把握研究

研究者

実践者

（多くのISLA研究）エビデンスの積み上げ、理論構築
研究者と実践者の接点
を探る

1.研究計画へのヒント
2.研究結果が、現実的

な提案に繋がりやす
くなる

3.プライオリティの高
い問題を特定できる
可能性

4.研究者・実践者の共
にメリットがある

学習者



研究と実践を繋げるためのISLA研究（案）

1. 研究者と実践者がコミュニケーションする

2. 実践者の問いに応じた研究を行う

3. 実践を理解する（現状把握）

4. 実践者と研究する（学校単位）

5. 「実践者ー研究者」が研究する



なぜ研究と実践にはギャップが起こるのか？

研究と教育実践の性質は大きく異なる

1. 一般性(Generalization)と特殊性(Particularization)

2. 包括性（Comprehensiveness）と局所性（Locality）

3. 厳密さ(control)と自然さ(natural)

どのような研究方法であれば、バランスを取れるのか？



カナダ・ケベック州における研究 (Spada & Lightbown, 2005, 2022)

コンテキスト：1980年代のコミュニカティブ・アプローチ全盛期。

研究きっかけ： 「意味のやりとり優先」と「言語形式の正確さにも注

意を向けさせる指導」の2つの指導パターンがあることに気づく。

研究：データを収集した結果、コミュニケーションの中で言語形式の

正確さに注意を促している教師の生徒の方が、正確かつ自信を持って

流暢に話せることが明らかになる。



カナダ・ケベック州における研究

• この発見を教師に伝えたところ教師も興味を示し、研究者と教師に

よる協働の実証研究へと発展する。

• 研究プロジェクト終了後も、教師たちがプロジェクトで共同作成し

た教材の使用を希望する等、知見の持続可能性が示された。

循環的な研究プロセス

授業観察→教室実験→フィードバック



日本の高校を対象にした研究は？

「現場型リサーチ」（金谷, 2008, 2014）

• 青森県田名部高校での「TANABU Model」（金谷・堤, 2017）

– レッスンごとに教科書の扱いを変えることで、4技能を身につけさせる

授業カリキュラム（PPP型授業と解釈できる）

– GTECなどの外部試験の成績が向上

カリキュラムの効果を長期的に定点観測する

新カリキュラム考案→実践→改善のループ



まとめ4 実践者と研究する

教師との信頼関係を築きながら、長期間に渡る研究

• 自然な教育環境のまま、より持続可能なアプローチ

• 厳密なSLA研究は、研究対象にかかわる諸条件を出来るだけ統制した

実験により、「エビデンス」を得ようとする。

– 弱点: 得られた成果を、学校現場に応用しようとしても難しい。

• 特定の学校で、長期にわたって同じ教育を繰り返し、共通した成果

を追認できることも、ある意味「教育効果の一般化」と捉えること

ができるのではないか (e.g., Spada, 2005)。



研究と実践を繋げるためのISLA研究（案）

1. 研究者と実践者がコミュニケーションする

2. 実践者の問いに応じた研究を行う

3. 実践を理解する（現状把握）

4. 実践者と研究する

5. 「実践者ー研究者」が研究する



実践者研究(practitioner research)：実践者→研究者

アクション・リサーチ リフレクティブ・
プラクティス

探究的実践
(Exploratory 
Practice)



実践者研究 (Practitioner Research)とは？

教師自身が抱える問題解決を目指し、研究と実践を有機的に結
びつけながら、系統的な授業改善を志向する研究アプローチ。

→教師が自らの指導環境に合わせ、効果的な指導を探索し、授
業改善を目指す。

教師が研究的な視点を持つ：教師→研究者



研究者⇔実践者の双方向の矢印を向けられないか？

実践者 (I)SLA研究者

半数以上の研究がラボで行われている
(DeKeyser & Botana, 2019)



研究者⇔実践者の双方向の矢印を向けられないか？

英語教師 (I)SLA研究者

(I)SLA研究者⇔実践者
双方向のシナジーを研究に活かす

教材作成者

教師教育者

日本の大学教員



タスク・ベースの教科書の例

Curtis Kelly
（関西大学）

Kelly & Suzuki (2025). The SNOOP detective 
school: Interactive tasks for English learners. 
ABAX.



A sample task: Industrial Spy Task 



教室から着想を得る

先に語彙・コロケーションを教

えるとどうなるか？



先に明示的な文法・語彙指導は行うべきではな
い (e.g., Rod Ellis & Mike Long)



語彙指導を先に行うことは効果的なタスク前の準
備になる
 (e.g., Jane Willis & Nobert Schmitt)



Suzuki & Nakamura (to appear in TESOL Quarterly)

大学での一般英語の授業

Classroom research

Sachiko Nakamura 

(Tamagawa University) 

Yuichi Suzuki

(Waseda University)



Suzuki & Nakamura (to appear in TESOL Quarterly)

学習条件の比較：
• 単語リストなし (Task Only)
• 単語リストあり (Vocab-Support) 

効果測定：
• 語彙習得
• 学習者心理

• 感情(enjoyment, pride, anxiety, etc.)

• 結果予測
• 語彙習得・ポジティブな心理とも

に、単語リストありの方が高い

Task Only
Vocabulary-

Support

Collocation Pretest

Task
(Industrial Spy)

Planning Planning with VL

Questionnaire on Affective States

Collocation Posttest



結果

• 単語リストで練習を先に行うと語彙習得が進む

• 単語リストなしでタスクに取り組むと

1. タスクへの取り組み：やり取り(エンゲージメント)が増えた

2. アンケート・インタビュー結果：

 ポジティブな感情が上がる(enjoyment, pride, perception 

of partner collaborativeness)

 ネガティブな感情が下がる(anxiety, boredom)

語彙学習と学習者心理のトレードオフがある



他の大学の英語授業にも一般化できるか？

各教室ごとに独特の雰囲気や教師・生徒の関係性があり、
様々な感情が渦巻いている

(感情以外の要因：英語力、学部・学科、動機づけ)

教室は複雑な生態系



研究成果の一般化を探る手法

• 複数の地域・大学・教室で調査を行うことで、研究成果の
一般化の度合いを探ることができる。

• 効果があるかないかだけでなく、いつ、どのような条件下
で指導の効果が見られるのかを特定することを可能にする

*サンプルサイズも増やすことで、統計分析の検定力も高まる

Multi-site study 



追試・Multi-site・事前登録した研究（Suzuki et al., in progress）

Atsushi Miura 
(Waseda University)

Ryosuke Mikami 
(Aichi Gakuin University)

Yurika Ito 
(Kanagawa University)

Sachiko Nakamura 

(Tamagawa University) 

Masato Terai 
(Aichi University of Technology)

Keiko Hanzawa
(Tokyo University of Science)



（日本の）SLA研究者の多くは、実践者でもある

様々なコンテクストで教える
実践者

(I)SLA研究者

(I)SLA研究者⇔実践者
双方向のシナジーを研究に活かす



研究者⇔実践者（Researcher-as-Teacher）の強み

• 文脈（コンテクスト）への深い理解

– 教師＝研究者は、自身の指導現場の文脈を熟知している

– 自身の教室への理解は、研究の方法への判断にも役立つ

– 指導効果を推し量る上で、重要な文脈的要因（例：動機の種類、教室文

化、生徒要因など）に役立つ可能性がある



研究者⇔実践者（Researcher-as-Teacher）の強み

• 基本的な研究アプローチ

– 一人の研究者が単一の場所で研究を行う→一般化可能性と再現性に限界

がある

➢メタ分析では、多くの文脈的情報が失われるため、得られる知見の

解釈が限定的

• Multi-site study

– 研究者のネットワーク →多様な教育環境での調査 →より頑健なデザイ

ン→特定の文脈を失うことなく、一般化可能性を探ることができる



まとめ５「実践者ー研究者」が研究する

• 「実践者ー研究者」である複数のアイデンティティを最大限活かす

という視点を持つことも一つの選択肢

– 日々の教育実践の中に研究テーマが見つかることが多くある。

– 研究者同士が協働することは、「研究の質」を高める上でも重要

• 日々の実践と研究が繋がることで、「実践者＝研究者」の両者のア

イデンティティを補完して、研究者のウェブビーイングも高まる

• 既存のカリキュラムと統合する視点も必要(Leow, 2019)



第3部まとめ 研究と実践を繋ぐためにできることは？

研究と実践の接点を積極的に作り出し、
「研究⇔実践」の双方向的・循環的な関係を築く努力を続ける

1. 研究者と実践者がコミュニケーションする

2. 実践者の問いに応じた研究を行う

3. 実践を理解する（現状把握）

4. 実践者と研究する

5. 「実践者ー研究者」が研究する



本講演ふりかえり 研究と実践を結ぶための３つの視点

第１部
ISLA研究の知見の使い方

知見＝一般性・指導原理

第２部
研究と実践のギャップ

教育＝複雑性・多層性

第3部
ISLA研究の新しい方向性

双方向性・協働性

研究と特定の文脈の「往還」



研究と実践を結ぶための３つの視点

１．ISLA研究の知見の使い方
指導の「思い込み」に気づき、新しい考え方を得て、実践を
振り返り、授業改善しながら、専門性を高める

２．研究と実践のギャップの捉え方
複雑かつ多層にも埋め込まれた言語教育・学習に、シンプル
な答えなど一つもない。教師と研究者の対話が不可欠。

３．ISLA研究の新しい方向性
「研究⇔実践」の双方向的な関係を築くために、研究者側が
取り組める方法がいくつもある。
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